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県
社
協
の�

民
生
委
員
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
行
わ
れ
る

　

十
二
月
一
日
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
一
斉
改
選

が
行
わ
れ
、
県
内
に
一
万
九
百
二
人
の
委
員
が
誕
生

し
ま
し
た
（
区
域
担
当
民
生
委
員
児
童
委
員
九
千
八

百
九
十
七
人
、
主
任
児
童
委
員
千
五
人
）。
こ
の
う

ち
新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
方
は
三
千
六
百
五
人
。
全
体

の
三
三
・
一
％
で
前
回
改
選
時
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た

が
、
中
に
は
四
〇
％
を
超
え
る
地
域
も
あ
る
な
ど
、

地
域
に
よ
っ
て
格
差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
委

員
定
数
が
二
百
三
十
五
人
増
員
さ
れ
、
一
万
千
百
二

十
二
人
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
二
％
に
あ
た
る
二

百
二
十
人
が
欠
員
の
状
態
で
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、

民
生
委
員
児
童
委
員
の
担
い
手
が
、
地
域
の
中
で
見

つ
け
に
く
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
広
が
り
つ
つ
あ
る

こ
と
も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
民
生
委
員
児
童
委
員
は
「
社
会
福
祉
に
関
す

る
活
動
を
行
う
者
」
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
推
進
に

努
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

措
置
か
ら
選
択
へ
の
福
祉
制
度
の
変
革
の
中
で
、

制
度
か
ら
も
れ
て
し
ま
う
人
や
何
ら
か
の
理
由
で
利

用
さ
れ
な
い
人
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
い
る
虐
待
や
暴

力
、
ホ
ー
ム
レ
ス
等
の
問
題
を
始
め
、
不
安
や
孤
独
、

孤
立
、
引
き
こ
も
り
な
ど
、
心
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
人
々
へ
の
支
援
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
と
同
時
に
、
様
々
な
団

体
や
機
関
と
連
携
し
、
民
生
委
員
児
童
委
員
が
信
頼

さ
れ
る
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

大
変
な
役
割
で
す
が
、
反
面
や
り
が
い
の
あ
る
活

動
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
今
後
の
活
躍
を
大
い
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
（
生
活
支
援
担
当
）

福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
学
会
開
か
れ
る

　

十
一
月
二
十
七
・
二
十
八
日
、県
立
保
健
福
祉
大
学

（
横
須
賀
市
）で「
日
本
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

習
学
会
第
十
回
か
な
が
わ
大
会
」が
開
催
さ
れ
、全
国

の
福
祉
・
教
育
関
係
者
約
四
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
年
で
十
回
目
と
な
る
本
大
会
は
、
福
祉
や
教
育

改
革
の
中
で
広
が
り
を
見
せ
、
課
題
と
も
な
っ
て
い

る
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
（
※
）
の
推
進

に
向
け
、
実
践
的
な
研
究
や
情
報
交
換
を
行
っ
て
き

た
「
日
本
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
学
会
」

が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
示
す
と
と
も
に
、
全

国
的
に
も
先
駆
的
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
、
本

県
で
の
実
践
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て
い
こ
う
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
（
主
催
�同
学
会
、
第
十
回
か
な
が
わ

大
会
実
行
委
員
会
、
共
催
�県
立
保
健
福
祉
大
学
、
横

浜
市
・
川
崎
市
・
横
須
賀
市
社
協
、
本
会
）。

　

記
念
講
演
「
福
祉
の
心
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ

ッ
ト
」
で
は
、
県
立
保
健
福
祉
大
学
・
阿
部
志
郎
学

長
が
、
開
港
百
五
十
周
年
を
迎
え
た
横
須
賀
市
に
ゆ

か
り
の
方
々
の
功
績
を
紹
介
し
な
が
ら
、
異
文
化
の

町
、
そ
し
て
軍
港
の
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
こ
の

地
で
培
わ
れ
て
き
た
福
祉
の
心
を
紹
介
し
、「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
は
、
豊
か
で
強
さ
を
尊
重
す
る
中
に
あ

っ
て
、
弱
さ
と
共
に
生
き
、
新
し
い
生
き
方
を
切
り

拓
い
て
い
く
も
の
。
始
め
の
一
足
を
踏
み
出
す
時
に

は
挫
折
や
絶
望
が
伴
う
。
そ
れ
で
も
新
し
い
タ
ネ
を

撒
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
実
践
を
理
論
化

し
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
、
福
祉
や
教
育

に
携
わ
る
方
々
へ
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

課
題
別
研
究
・
特
別
分
科
会
で
は
、「
か
な
が
わ
か

ら
の
発
信
」
と
題
し
、
本
県
内
で
取
り
組
ま
れ
て
き

た
、「
高
校
福
祉
科
で
の
福
祉
教
育
実
践
」
や
「
高
校

生
と
作
る
障
害
児
の
余
暇
支
援
」、「
精
神
保
健
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
」
な
ど
の
活
動
実
績
を
紹
介
。
参
加

者
と
と
も
に
今
後
の
課
題
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
由
研
究
発
表
・
実
践
報
告
で
は
、「
か
な

が
わ
か
ら
の
実
践
報
告
」と
し
て
、川
崎
市
立
川
崎
高

等
学
校
や
県
立
保
健
福
祉
大
学
の
学
生
ら
が
、
本
県

の
福
祉
教
育
実
践
の
歴
史
を
た
ど
る
研
究
成
果
を
発

表
。
活
動
の
軌

跡
を
検
証
す
る

こ
と
で
、
実
践

を
伴
っ
た
活
動

の
強
さ
や
積
極

的
に
学
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
を
学

ん
だ
と
い
う
生

徒
た
ち
の
発
言

に
、
福
祉
教
育

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
生
み

出
す
成
果
や
活
動
の
意
味
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
外
国
籍
児
童
や
非
行
・
不
登

校
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
活
動
、
車
い
す
体
験

学
習
を
支
援
す
る
活
動
な
ど
、
多
彩
な
報
告
が
な
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
福
祉
教
育
の

あ
り
方
を
示
唆
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

※
主
に
児
童
・
生
徒
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
。
現
在
、
住
民
の
社

会
福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
参
加
を
促
す
た
め
の
学
習
が
課

題
と
な
っ
て
い
る

昭和２５年、全国で最も早く福祉教育に取り組んだ
本県の歴史を発表する市立川崎高等学校の学生


